


序　　文

　毎年，国立特殊教育総合研究所には多くの海外からの障害児教育関係者が訪問されますが，

これらの訪問者への応対は，この「世界の特殊教育」の発行と同様，当研究所における国際交

流活動の大きな役割の一つとなっています。

　これら訪問者との質疑応答の時間では，昨今の我が国の動向を反映して，特別支援教育の制

度や教員養成システム全般，さらにはそれらの背景となる教育施策や理念にかかわるような内

容のものが多くなってきています。しかしながらその場面では，とおり一辺倒の答えではなか

なか理解してもらえずに苦労することも多くあります。

　生活習慣も文化も異なる外国からの訪問者の方々に，現在の日本の変化についてしっかりと

理解して頂くためには，国際的な視野からの対応が不可欠となってきますが，果たして説明す

る私たちの依って立っている視野が訪問者のニーズに叶っているのかどうか常に考えさせられ

ています。

　現在，日本ではさまざまな分野において「国際化」が必要であるとされていますが，そのこ

とは実は，さまざまな分野での日本の現状について「国際」という観点から語ることができる

かを，改めて一人一人に問われているように思われてなりません。

　この「世界の特殊教育（XXI）」はこのような意味からも，国内の関係者の方々にお読み頂け

ますよう今後とも努力して参りたいと思います。

　今回は，当研究所の教育相談活動で新たに始められた「国外に在住する障害児者の保護者や

日本人学校教員への支援」に関する活動について特別企画として報告致します。
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